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第１８号 １月８日発行

■ ２０１９年がはじまります 

あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。 

年が明け、新たな気持ちで学校に来た人も多いと思いますが、早いもので２

年生として過ごすのもあと３ヶ月となりました。２年生としての残りの３ヶ月

は、力を培う最後の時間ではないかと思います。 

昨年度、「Sｔeｐ ｂｙ Sｔeｐ～一歩ずつ進もう～」で進んできた時間、

今年度、力を培い、成長する時間、これは３年生になったみなさんが花開くた

めの大事な準備の時間です。 

冬休みの宿題の年頭所感に今年はどんなことを書きましたか？ 

２階の掲示板を新しくしました。今月は「一年の計は元旦にあり 志定まれ

ば、気盛んなり」にしています。 
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その日に為すべきことは朝に計画を立て、その年に為すべきことは元旦に計

画を立てるべきであり、何事もはじめに計画を立てるのが肝要であるという意

味のことわざです。一年の目標や計画は最初の日である元日に立てるべきであ

る。また、そのことから一般に、何かを始めようと思うなら、早い方がいい、

早いうちにしっかり計画を立てて進めようという意味で使われている言葉で

す。このことわざの由来には、いくつかの説があるようですが、中国の『月令

広義』という行事やしきたりについての本に書いてあるというのと、毛利元就

の言葉だという２説が有力です。興味のある人は調べてみてください。 
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んなり これは、吉田松陰の言葉です。人は目標が定まれば、意気が高まり、そ

の実現に向けて全力を尽くすことができる。どのような困難にも立ち向かって、志を実現することができる

であろうという意味です。 

今年は少し違う気持ちで、いつもより責任感をもって目標を立て、新年のスタートを切りたいですね。 

２年部より、新たな気持ちのみなさんにメッセージ 

藤永先生 

 今年の夢は何でしょうか？ずっと変わらないという人、新たにしたという人、まだ検討中の

人と色々な人がいると思います。どんな人であれ、それぞれには役割があります。その役割を、

自分のため、未来のために堅実に行ってください。きっと明るい人生になるでしょう。 

瀬尾先生 

気持ち新たになっている今、新しいことにたくさん挑戦して欲しいと思います。温かい空気

で見守り合えるこの学年なら、失敗をおそれずに一人ひとりがたくさん挑戦できると思います。

挑戦することで、成長の糧にしていって欲しいと思います。 

作花先生 

今年は、愛される人になることに加えて、愛される学年になりましょう。自分たちが中心に

なって行う附中祭も、高校受験も、がんばりたいと思ったときに応援されるかどうかは自分た

ち次第です。当たり前のことを当たり前以上にできる力を培いましょう！ 

木本先生 

 新たな気持ちで２０１９年を臨むみなさんに「しなやかな心と身体」という言葉を贈ります。

いろいろなことにチャレンジし実り多い年にするためには、健全な精神と身体が必要です。常

に前向きに物事をとらえ、健康で充実した年にしてください。応援しています。 

河村先生 

今年は元号が変わります。みなさんも最終学年ということで大きな節目の年といえるでしょ

う。この一年をどのように過ごしますか？ ぜひ、家族や友人と多くの思い出を作ったり、自

分の進路のために努力したりして充実した日々を送って欲しいと思います。 

福川先生 

 今年、「即動力」という本を読みました。あなたは、「失敗」したのではなく「次の一歩を止

めてしまった人」というだけのことだ。一回の挑戦で成功するなんて甘い！！！私にグサッと

くるフレーズでした。よし！次への一歩を踏み出してみようかな！ 

１２月２０日に少し慌ただしい学年集会で１年を終えましたが、各学級の代表者が４月からの学級や自分

の様子を振り返りましたね。それから約２週間が経ちましたが、今の自分はどうでしょうか。３年生として

学校の先頭に立っていかなくてはいけない時まで実はもう時間がないのかもしれません。２年生という学年

として残りの３ヶ月をどう過ごし、どんな学年になっていかなくてはいけないのでしょうか。自分の立てた

目標、学級目標、学年目標としっかり向き合う時間にできるとよいですね。 


